
平成27年度スローガン

　10月20日（火）、「松下幸之助に学ぶ経営者の条件」をテー
マに、志ネットワーク代表の上甲晃氏を講師にお招きし、10月度
例会を開催した。上甲氏は、松下政経塾で塾頭を務められ、長
年にわたり人材育成に携わられて来られた人間教育のスペシャ
リストです。講演では、何事も自分に真摯に向き合う事の重要さ
や、人生においての志の持ち方など多様なお話をいただき、気が
付くと90分の講演時間があっと言う間に終わる濃い内容でした。
私自身、自分を高める為にはどうしたら良いのかと常々考えて
いたので、心に響く言葉が幾つもあり感動しました。特に、他人の利益を考えて行動すると言う事は分かっていてもなかなか難しい事で
すが、これを行わないと自他ともに成長できないのだと改めて実感しました。青年部以外の方も多く参加され、皆さんの心に残る講演に
なったのではないかと思います。この様な講演で得た言葉を糧にして、自分の仕事や愛する地元山口を盛り上げて行こうと思います。

資質向上委員長　井上　和俊

ぶちまろFacebookやってます! チェックしてね!!

山口商工会議所青年部 検 索

第33回会員事業所・団体対抗親睦ソフトボール大会　出場
　11月７日（土）、山口商工会議所主催による親睦ソフトボール大会に
出場しました。５月に行われた山口県商工会議所青年部連合会（県青
連）親睦ソフトボール大会同様、優勝を目指す上竪小路ぶちまろ（Aチー
ム）、と親睦を目的とした下竪小路ぷちまろ（Bチーム）の２チームが出
場し、秋空の下チーム一丸となって良い汗を流しました。下竪小路ぷちま
ろは親睦をきっちり果たし、頑張りましたが予選リーグで爽やかに敗退
しました。上竪小路ぶちまろは、予選リーグを全勝で突破し、決勝トー
ナメントでもこれまでの練習の成果を出し切り、チーム一丸となり見事
大会初優勝を果たしました！県青連ソフトボール大会は２連覇。親睦ソ
フトボール大会は初優勝と、今年度は青年部ソフトボール史に新たな
歴史を刻む事が出来ました。次年度は、各大会で「王者」として挑む訳で
すが、各々の事業同様、何事にも青年らしく取り組んで、立ち向かい、精
進して参ります！

広報・渉外局長　大庭　剛

日本のクリスマスは山口から事業
～一の坂川交通交流広場  点灯式～

青年部では、一の坂川交通交流広場及び周辺のイルミネーションの設置を行いました。点灯期間は12月１日～
12月30日の17 時～ 22時です。また、12月５日（土）16時15分から、一の坂川交通交流広場において点灯式

及びイベントを行います。当日は、先着 300 名に山口の歴史にちなんだスイーツ「ちょうちんドーナツ」を
ふるまいますので、皆様のお越しをお待ちしております。点灯式及びクリスマス関連イベントの情報は、
日本のクリスマスは山口から実行委員会のHP：http://www.xmas-city.jp/もご覧ください。

10月度例会
「松下幸之助に学ぶ経営者の条件」を開催
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中小企業景況調査結果（平成27年７～９月期）

中小企業の業況は、緩やかに回復している
　山口商工会議所では、管内中小企業100社を対象に景況調査を実施し、このほど平成27年７～９月期実績と平成27年10～12月期見
通しについての調査結果（回答数86社、回答率86％）をとりまとめた。本調査は、３ヶ月毎に年４回行っている。
　全業種のＤＩ値に見る業況判断動向を前期と比較すると、前期▲27％から▲８%とマイナス幅が縮小した。業種別にみると、建設業が▲
８％から▲23％に低下、製造業が▲27％から０％に、小売業が▲33％から▲22％にそれぞれ上昇した。サービス業が▲28％から10％
に上昇し、来期はさらに改善することが見込まれており、消費税増税後の需要停滞の反動もあり大幅に回復している。個人消費は、天候
不順の影響がみられているが、全体としては持ち直しつつある。従業員数は緩やかに改善されているが、製造業は▲20％と横ばいで、必
要な人員が集まらないなど人手不足感が続いている。
　経営上の問題点については、全業種とも『需要の停滞』を挙げており、今期も解消されていない。サービス業は、新規参入業者の増加が
問題となっている。また、建設業は熟練技術者や従業員の確保難を挙げる企業が多く見られ、製造業同様厳しい状況が続いている。

◆業況DI値（今期の状況） 

◆産業別業況判断DI（前３期からの推移と来期見通し） 

◆全産業DI項目別比較（前３期からの推移と来期見通し） 
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◆経営上の問題点 

【今期設備投資計画】

【来期設備投資計画】

◆新規設備投資（今期実施・来期計画）
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※ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目についての増加（好転）企業割合から減少（悪化）企業割合を差し引いた値を示す。
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